
暮
ら
し

自
衛
官
等
募
集
案
内

中
学
卒
業
生
の
進
学
コ
ー
ス

募
集
種
目　

高
等
工
科
学
校（
推
薦
）

　
　
　
　
　

高
等
工
科
学
校（
一
般
）

待
遇
・
そ
の
他

①
全
寮
制
で
、
規
則
正
し
い
団
体
生
活

を
通
じ
た
教
育
を
実
施
し
ま
す
。

②
高
等
学
校
の
普
通
科
と
同
等
の
教
育

を
受
講
し
、
将
来
の
た
め
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
教
育
を
重
視
し
ま
す
。

③
３
学
年
修
了
時
に
高
校
卒
業
資
格
が

得
ら
れ
、
防
衛
大
学
校
の
受
験
も
可

能
で
す
。

④
入
学
か
ら
約
４
年
後
３
等
陸
曹
に
昇
任

し
、
定
年
ま
で
勤
務
が
可
能
で
す
。

■
高
等
工
科
学
校（
推
薦
）

応
募
資
格　

中
学
校
卒
業（
見
込
み
含
）

17
才
未
満
の
男
子
で
中
学
校
長
な
ど
が

推
薦
す
る
方

受
付
期
間　

11
月
１
日（
火
）～
12
月
16

日（
金
）

試
験
日　

平
成
24
年
1
月
７
日（
土
）～

９
日（
月
）の
間
で
指
定
す
る
1
日

■
高
等
工
科
学
校（
一
般
）

応
募
資
格　

中
学
校
卒
業（
見
込
み
含
）

17
才
未
満
の
男
子

受
付
期
間　

11
月
1
日（
火
）～
平
成
24

年
1
月
６
日（
金
）

試
験
日　

　

１
次
試
験　

平
成
24
年
１
月
14
日（
土
）

２
次
試
験　

平
成
24
年
１
月
28
日（
土
）

～
31
日（
火
）の
間
で
指
定
す
る
１
日

甲
府
矯
正
展

日　

時　

11
月
23
日（
水
）９
時
～
15
時

開
催
場
所　

甲
府
刑
務
所

催
し
物　

施
設
見
学
、
矯
正
関
係
資

料
の
展
示
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
刑
務

所
作
業
製
品
の
展
示
即
売

問
合
先　

甲
府
刑
務
所
企
画
部
門

☎
０
５
５（
２
４
１
）８
８
７
８

県
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ

レ
ッ
ジ

都
留
の
自
然
と
暮
ら
し　

～
自
然
と
共

生
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
～

　

県
内
の
大
学（
短
大
を
含
む
）と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
や
ま
な
し
の

共
催
事
業
と
し
て
、
広
く
み
な
さ
ま
に

学
習
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、「
県
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ

ジ
講
座
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

講
座
内
容

第
１
回 　

11
月
12
日（
土
）

カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ
の
咲
く
ま
ち
へ

講　

師　

坂
田
有
紀
子

（
初
等
教
育
学
科
教
授
）

第
２
回　

11
月
19
日（
土
）

自
然
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

講　

師　

中
井
均

（
初
等
教
育
学
科
教
授
）

第
３
回　

12
月
３
日（
土
）

地
域
は
本
物
と
出
会
え
る
生
き
た
博
物
館

講　

師　

北
垣
憲
二

（
地
域
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
准
教
授
）

第
４
回　

12
月
10
日（
土
）

地
産
地
消
の
観
点
か
ら
作
成
し
た
豆
腐

キ
ッ
ト
の
実
際

講　

師　

吉
住
典
子

（
初
等
教
育
学
科
名
誉
教
授
）

共
通
事
項

時　

間　

10
時
～
12
時　

※
参
加
費
無
料 

（
参
加
に
は
申
込
み
が

必
要
で
す
。
電
話
又
は
本
学
Ｈ
Ｐ
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

開
催
場
所　

都
留
文
科
大
学
付
属
図
書

館
４
階
学
習
室

申
込
・
問
合
先　

都
留
文
科
大
学
総
務

企
画
担
当　

☎（
43
）４
３
４
１

文
大
名
画
座

　

都
留
文
科
大
学
で
は
、
本
学
教
員
を

皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
教
員

お
薦
め
の
映
画
を
上
映
し
、
そ
の
思
い

を
語
る「
文
大
名
画
座
」を
開
催
し
ま
す
。

　

第
１
弾
と
し
て
、
本
学
の
元
学
長
で

教
育
研
究
者
で
あ
る
大
田
堯(

た
か
し)

先
生
の
挑
戦
を
描
い
た「
か
す
か
な
光

へ
」を
上
映
し
ま
す
。
な
お
、
大
阪
、
福

岡
、
広
島
、
静
岡
な
ど
で
は
劇
場
ロ
ー

ド
シ
ョ
ー
も
さ
れ
て
い
る
作
品
で
す
。

　
「
生
き
る
」と
は
、「
学
ぶ
」と
は
…
93
歳
、

「
夢
と
あ
こ
が
れ
」が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

日　

時　

11
月
23
日（
水
・
祝
）　

17
時
45
分
～
（
解
説
教
員
紹
介
な
ど
）

18
時 

上
映
開
始

場　

所　

都
留
文
科
大
学　

２
号
館
１
階 
１
０
１
教
室　

作
品
名　

 「
か
す
か
な
光
へ
」　

※
入
場
料
無
料（
参
加
に
は
申
込
み
が

必
要
で
す
。
電
話
又
は
本
学
Ｈ
Ｐ
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

２
０
１
１
年
・
日
本　

84
分　
　

（
音
楽
／
林　

光
、

　

詩
朗
読
／
谷
川　

俊
太
郎
）

解
説
教
員　

畑　

潤（
社
会
学
科
教
授
）

申
込
・
問
合
先　

都
留
文
科
大
学

総
務
企
画
担
当　

☎（
43
）４
３
４
１

募
集

ま
ち
づ
く
り
研
修
会
参
加
者

募
集

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
活
動

の
一
層
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
研
修

会
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
研
修
先「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ト
ー
ジ
バ
」
は
、
温
泉
で
お
湯
に
つ
か

る「
湯
治
場
」の
よ
う
に
価
値
観
、
生
活

ス
タ
イ
ル
の
多
様
な
人
種
、
習
慣
を

も
っ
た
人
が
集
い
交
流
す
る「
場
」で
あ

り
、
お
湯
に
つ
か
る「
湯
治
場
」だ
け
で

な
く
、
日
常
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な
体
も

心
も
解
き
ほ
ぐ
す「
ト
ー
ジ
バ
」が
あ
る

こ
と
で
生
活
が
豊
か
に
な
れ
る
。
そ
ん

な
思
い
で
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
」や「
男
女
共
同
参
画
」

に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
こ
の
機
会

に
私
の
ま
ち
都
留
を
も
っ
と
も
っ
と
素

敵
な
ま
ち
に
す
る
た
め
の「
ヒ
ン
ト
」や

「
チ
カ
ラ
」を
も
ら
い
に
行
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

な
お
こ
の
研
修
は
、
男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
を
は
じ
め
男
女
共
同
参
画
推

進
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
も
一
緒
に

参
加
し
ま
す
。

研
修
先　

千
葉
県
香
取
郡
神
崎
町　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ー
ジ
バ

日　

時　

11
月
24
日(

木)

参
加
費
用　

２
、５
０
０
円
程
度（
食
事

代
、
保
険
料
な
ど
）

募
集
定
員　

先
着
５
名
様

問 

合
先　

政
策
形
成
課　

政
策
担
当

「
平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス
活

動
調
査
」調
査
員
の
募
集
に
つ

い
て

　
平
成
24
年
２
月
１
日
現
在
で
全
国

い
っ
せ
い
に
、
す
べ
て
の
事
業
所
を
対

象
に
し
た「
経
済
の
国
勢
調
査
」と
い
え

る「
平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調

査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
内
在
住
の
20

歳
以
上
で
、
責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務

を
遂
行
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
調

査
員
任
命
期
間
は
平
成
24
年
１
月
10
日

懐
か
し
の
校
歌
な
ど
の
情
報
募
集

　
都
留
市
郷
土
研
究
会
で
は
、
機
関
誌

「
郡
内
研
究
23
」に
お
い
て
、
市
内
の
小

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー
入

居
者
募
集

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
産
業
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
新
た
に
創
業
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
や
創
業
間
も
な
い

企
業
又
は
事
業
者
の
立
ち
上
が
り
か
ら

成
長
段
階
ま
で
の
総
合
的
な
支
援
を
行

う
施
設
で
２
室
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

施
設
住
所　

都
留
市
上
谷
二
丁
目
１
番

15
号　

都
留
市
新
町
別
館
Ａ
棟
２
階

入
居
費
用　

２
１
、０
０
０
円（
共
益
費

込
み
）、
電
話
料

問
合
先　

都
留
市
商
工
会

☎（
43
）１
５
７
０

自
衛
隊
の
学
資
金
貸
与
制
度

募
集
種
目　

貸
費
学
生

待
遇
・
そ
の
他

①
合
格
発
表
後
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
正

規
の
修
業
年
限
が
終
わ
る
月
ま
で
毎
月

５
４
、０
０
０
円
を
貸
与
し
ま
す
。

②
夏
休
み
を
利
用
し
て
将
来
勤
務
す
る
研

究
開
発
機
関
や
部
隊
を
研
修
し
ま
す
。

③
卒
業
後
は
、
陸
・
海
・
空
幹
部
候
補

生
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
す
。

④
学
資
金
は
自
衛
官
と
し
て
一
定
年
限

以
上
勤
務
す
る
と
、
返
還
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

応
募
資
格　

大
学
で
理
学
・
工
学
を
専

攻
し
、
来
春
３
・
４
年
次
及
び
大
学
院
の

学
生
で
、
26
歳
未
満（
大
学
院
生
は
、  

28

歳
未
満
）の
男
・
女

受
付
期
間　

12
月
1
日（
水
）～
平
成
24

年
1
月
13
日（
金
）

試
験
日　

　

１
次
試
験　

平
成
24
年
2
月
４
日（
土
）

問
合
先　

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

　

☎
０
５
５（
２
５
３
）１
５
９
１　
　

大
月
地
域
事
務
所

　

☎（
22
）１
２
９
８

学
校
か
ら
大
学
ま
で
の
校
歌
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
、
応
援
歌
・
生
徒
会
歌
な
ど

の
収
録
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
戦
前
に
歌
わ
れ
た
校
歌
や
、
廃

校
に
な
っ
た
与
縄
小
、
禾
生
中
、
宝
中
、

盛
里
中
な
ど
の
資
料
の
入
手
に
苦
慮
し

て
い
ま
す
。
校
歌
な
ど
を
知
っ
て
い
る

方
は
、
歌
詞
だ
け
で
も
結
構
で
す
の
で

提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先　

☎（
43
）２
０
６
５　

清
水　

　
　
　
　

☎（
43
）３
２
０
９　

滝
本

～
平
成
24
年
３
月
９
日
の
予
定
で
す
。

希
望
す
る
方
は
11
月
７
日（
月
）ま
で
に

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
個

別
に
通
知
ま
た
は
連
絡
を
し
て
か
ら
面

接
を
行
い
ま
す
。

問
合
先　

産
業
観
光
課
商
工
観
光
担
当

　

11
月
９
日
は「
１
１
９
番
の
日
」

　

消
防
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識

を
深
め
、
防
火
防
災
意
識
の
高
揚
、
地

域
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
の
確
立
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
62
年
よ

り
11
月
９
日
を「
１
１
９
番
の
日
」と
し
て

い
ま
す
。

「
１
１
９
番
の
日
」は
、
地
域
住
民
と
消
防

を
つ
な
ぐ
ダ
イ
ヤ
ル
ナ
ン
バ
ー
に
ち
な

ん
だ
も
の
で
す
が
、
正
し
い
１
１
９
番
通

報
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
消
火
活
動
や
救
急
・
救
助

活
動
は
、
１
分
１
秒
の
時
間
と
の
勝
負

で
す
。
も
し
慌
て
て
、
場
所
な
ど
を
正

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
11
月
９
日（
水
）
か
ら
15
日（
火
）
ま

で
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動

が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
度
の
全
国
統
一

防
火
標
語
は

「
消
し
た
は
ず　
　

　

決
め
つ
け
な
い
で　
　

も
う
一
度
」

　

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト

(

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策)

３
つ
の
習
慣

■
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

■
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

■
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

■
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

■
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用

す
る
。

■
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

■
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を

つ
く
る
。

　

11
月
11
日
は「 

住
宅
防
火
の
日 

」で

す
。
住
宅
防
火
意
識
の
高
揚
と
住
宅
火

災
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
火
災
か
ら
大
切
な
生
命
を
守
る

た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
、
平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

し
く
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
消
防
車
両
な

ど
の
現
場
へ
の
到
着
が
遅
れ
て
し
ま
い
、
被

害
が
拡
大
し
大
惨
事
と
な
る
こ
と
や
助
か

る
は
ず
の
命
が
助
か
ら
な
く
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
電
話

機
の
そ
ば
に
自
宅
の
場
所
の
説
明
の
仕
方

や
電
話
番
号
な
ど
の
必
要
事
項
を
書
い
た

メ
モ
を
貼
っ
て
お
く
な
ど
、
普
段
か
ら
落
ち

着
い
て
正
確
な
通
報
が
で
き
る
よ
う
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

１
１
９
番
通
報
で
大
切
な
こ
と
を
ま
と
め

る
と
、
次
の
５
点
で
す
。

１
火
災
・
救
急
の
別

「
火
事
で
す
。」
又
は「
救
急
で
す
。」
と

は
っ
き
り
言
う
こ
と
。

２ 

場
所

住
所
は
正
し
く
、
く
わ
し
く
言
う
こ
と
。

目
印
と
な
る
、
建
物
や
公
園
な
ど
も
伝

え
る
こ
と
。

３ 

火
災
・
事
故
な
ど
の
状
況

火
災
・
事
故
・
傷
病
者
な
ど
の
状
況
を

正
確
に
わ
か
り
や
す
く
言
う
こ
と
。

４
通
報
者
の
氏
名
・
連
絡
先

「
私
の
名
前
は
、
○
○
○
○
で
す
。
電
話

番
号
は
、
△
△
△
―
□
□
□
で
す
。」と

通
報
者
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

５ 

携
帯
電
話
な
ど
に
よ
る
通
報
の
場
合

通
報
後
し
ば
ら
く
の
間
は
、
電
源
を
切

ら
ず
に
そ
の
場
に
い
る
こ
と
。（
再
度

照
会
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

 

携
帯
電
話
か
ら
も
、
一
般
電
話
と
同
様

に
局
番
な
し
の
１
１
９
番
で
消
防
署
に

つ
な
が
り
ま
す
。
た
だ
し
、
市
の
境
界

付
近
な
ど
電
波
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、

大
月
市
消
防
本
部
や
富
士
五
湖
消
防
本

部
へ
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
今
い
る

場
所（
住
所
）を
伝
え
る
と
都
留
市
消
防

署
に
転
送
さ
れ
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
衛
星
放
送（
Ｂ
Ｓ
）

に
つ
い
て

　　

７
月
24
日
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
局
を
通
じ
て
ア
ナ
ロ
グ
衛
星
放
送

（
Ｂ
Ｓ
）を
ご
覧
い
た
だ
い
て
る
ケ
ー
ス

が
多
く
ご
ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

デ
ジ
タ
ル
衛
星
放
送（
Ｂ
Ｓ
）を
お
楽
し

み
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
パ
ラ
ボ
ラ

ア
ン
テ
ナ
や
Ｓ
Ｔ
Ｂ（
セ
ッ
ト
ト
ッ
プ

ボ
ッ
ク
ス
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
な
機
器
を
設
置
さ
れ
ず
、

衛
星
放
送（
Ｂ
Ｓ
）が
ご
覧
い
た
だ
け
な

く
な
っ
た
場
合
は
、
受
信
料
の
変
更
手

続
き
が
必
要
で
す
。
そ
の
際
は
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
放
送
局

☎
０
５
５（
２
２
２
）１
３
１
６

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
税
務
署
で
は
、
所
得
税
の
青
色
申
告

決
算
書
の
作
成
や
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
に
つ
い

て
、
下
記
の
日
程
で
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
御
案
内
し
ま
す
。

内
容

■
所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
書
の
作
成

及
び
青
色
申
告
特
別
控
除
の
適
用
要
件

に
つ
い
て

■
消
費
税
等
の
届
出
に
関
す
る
手
続
、

課
税
売
上
高
の
判
定
、
課
税
売
上
げ
の

区
分
整
理
の
方
法
に
つ
い
て

■
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
）の
概
要
及
び
利
用
開
始

に
当
た
っ
て
の
手
続
に
つ
い
て

開
催
日
時

12
月
１
日（
木
）　

13
時
30
分
～
16
時
30
分	

場　

所　

富
士
吉
田
市
民
会
館
３
階

会
議
室

12
月
２
日（
金
）　

13
時
30
分
～
16
時
30
分	

場　

所　

大
月
税
務
署
３
階
会
議
室

※
13
時
30
分
か
ら
説
明
会
を
開
始
し
ま

す
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
着
席
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
先　

大
月
税
務
署
個
人
課
税
第
１

部
門
指
導
担
当　

☎（
22
）３
１
５
１

平
成
23
年
分
年
末
調
整
説
明
会

　

大
月
税
務
署
と
市
で
は
、
年
末
調
整

の
仕
方
な
ら
び
に
法
定
調
書
・
給
与
支

払
報
告
書
の
作
成
と
提
出
方
法
な
ど
の

事
務
手
続
き
を
円
滑
に
行
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
説
明
会
を
下
記
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
ご
出
席
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日　

時　
　

11
月
16
日（
水
）

用
紙
配
付　

13
時
～
13
時
30
分

説
明
会　
　

13
時
30
分
～
16
時

会　

場　
　

う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

問
合
先　

大
月
税
務
署
法
人
課
税
第
１

部
門
指
導
担
当　

☎（
22
）３
１
５
１

面
接
相
談
に
つ
い
て

　

大
月
税
務
署
で
の
面
接
相
談
は
電
話
に

よ
る
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。（
税

金
の
納
付
相
談
な
ど
の
場
合
は
不
要
で

す
。）な
お
、
一
般
的
な
税
の
質
問
は
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

大
月
税
務
署

☎（
22
）３
１
５
１（
自
動
音
声
案
内
で

「
２
」番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。）
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